
(57)【要約】

【課題】　フェース部に肉厚の異なる部分を有するゴル

フクラブヘッドであって、フェース部の重量低減効果、

反発性および強度の点で十分に満足することができるゴ

ルフクラブヘッドを提供する。

【解決手段】　フェース部１０の裏側に最大厚さを有す

る領域１２と最小厚さを有する領域１４とを形成する。

また、上記両領域の間に厚さが変化する傾斜部１６を設

ける。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ェ ー ス 部 の 裏 側 に 厚 さ が 変 化 す る 傾 斜 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ
ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 フ ェ ー ス 部 の 裏 側 に 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 と 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 と が 形 成 さ れ 、 前 記
両 領 域 の 間 に 厚 さ が 変 化 す る 傾 斜 部 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ
ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 傾 斜 部 は 連 続 的 ま た は 非 連 続 的 に 厚 さ が 変 化 す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ゴ ル フ ク ラ
ブ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 の 外 側 に 傾 斜 部 が 存 在 し 、 傾 斜 部 の 外 側 に 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域
が 存 在 す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ５ 】
　 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 は フ ェ ー ス 部 の 図 心 を 含 む 領 域 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １
項 に 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ６ 】
　 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 の 面 積 は フ ェ ー ス 部 の 面 積 の ２ ～ １ ２ ％ で あ り 、 最 小 厚 さ を 有 す
る 領 域 の 面 積 は フ ェ ー ス 部 の 面 積 の １ ５ ～ ６ ０ ％ で あ る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ７ 】
　 フ ェ ー ス 部 が 鍛 造 法 、 プ レ ス フ ォ ー ミ ン グ 法 ま た は ダ イ キ ャ ス ト 法 に よ り 成 形 さ れ て い
る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 フ ェ ー ス 部 に 肉 厚 の 異 な る 部 分 を 有 す る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 フ ェ ー ス 部 に 肉 厚 の 異 な る 部 分 を 有 す る 金 属 製 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド と し て 、 特
許 文 献 １ に 記 載 さ れ た も の が あ る 。 こ の 特 許 文 献 １ の ゴ ル フ ク ラ ブ は 、 図 ５ に 示 す よ う に
、 フ ェ ー ス を 形 成 す る 部 分 ２ の ス イ ー ト ス ポ ッ ト を 含 む セ ン タ ー 箇 所 ３ の 肉 厚 Ｔ １ を ボ ー
ル と の 衝 撃 に 耐 え る の に 十 分 な 強 度 を 保 つ 厚 み に 形 成 し 、 セ ン タ ー 箇 所 ３ の 周 辺 箇 所 ４ 、
５ の 肉 厚 Ｔ ２ 、 Ｔ ３ を セ ン タ ー 箇 所 ３ よ り も 薄 く し て フ ェ ー ス 全 体 に バ ネ 性 を 持 た せ た も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 フ ェ ー ス 部 分 の 強 度 を 保 ち つ つ 重 量 を 軽 減 し 、 軽
減 化 し た 重 量 を 大 型 化 を 図 る 上 で 再 分 配 す る こ と が で き る よ う に し 、 ヘ ッ ド 重 量 を 変 え ず
に ヘ ッ ド の 大 型 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 フ ェ ー ス 部 分 の 周 辺 箇 所 の 肉 厚 を 薄 く し て
フ ェ ー ス 全 体 に バ ネ 性 を 持 た せ た こ と に よ り 、 ボ ー ル の 反 発 が 良 好 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ９ ２ ２ ７ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 肉 厚 の 厚 い 部 分 と 肉 厚 の 薄 い
部 分 と の 間 に 段 差 が あ る 点 、 セ ン タ ー 箇 所 の 肉 厚 が か な り 厚 い 点 、 肉 厚 の 厚 い 部 分 の 面 積
と 肉 厚 の 薄 い 部 分 の 面 積 と の 関 係 が 十 分 に 検 討 さ れ て い な い 点 な ど か ら 、 フ ェ ー ス 部 の 重
量 低 減 効 果 、 フ ェ ー ス 部 の 反 発 性 お よ び フ ェ ー ス 部 の 強 度 の 点 で 十 分 に 満 足 す る こ と が で
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き な い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 フ ェ ー ス 部 に 肉 厚 の 異 な る 部 分 を 有
す る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド で あ っ て 、 フ ェ ー ス 部 の 重 量 低 減 効 果 、 反 発 性 お よ び 強 度 の 点 で
十 分 に 満 足 す る こ と が で き る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 フ ェ ー ス 部 の 裏 側 に 厚 さ が 変 化 す る 傾 斜 部 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 フ ェ ー ス 部 の 裏 側 に 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 と 最 小 厚 さ
を 有 す る 領 域 と が 形 成 さ れ 、 前 記 両 領 域 の 間 に 傾 斜 部 が 設 け ら れ て い る 構 成 と す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に お け る 傾 斜 部 は 、 連 続 的 ま た は 非 連 続 的 に 厚 さ が 変 化 す る も の と す る こ と が で
き る 。 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 お よ び 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 の 厚 さ
は そ れ ぞ れ 均 一 と す る こ と が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 の 外 側 に 傾 斜 部 が 存 在 し 、 傾 斜
部 の 外 側 に 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 が 存 在 す る こ と が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 は 、 フ ェ ー ス 部 の 図 心 を 含 む 領 域 で あ る
こ と が 反 発 性 等 の 点 で 好 ま し い 。 フ ェ ー ス 部 の 図 心 と は 、 フ ェ ー ス 部 の み の 重 心 を 言 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 の 厚 さ は ２ ． １ ～ ４ ． ５ ｍ ｍ 、 特 に ２ ． ５ ～ ３
． ６ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し く 、 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 の 厚 さ は １ ～ ２ ． ６ ｍ ｍ 、 特 に １
． ３ ～ ２ ． １ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し い 。 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 の 厚 さ が ４ ． ５ ｍ ｍ を 超
え る と フ ェ ー ス 部 の 剛 性 が 高 く な り す ぎ る こ と が あ り 、 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 の 厚 さ が １
ｍ ｍ 未 満 で あ る と フ ェ ー ス 部 の 強 度 の 点 、 製 造 の 点 で 問 題 が 生 じ る こ と が あ る 。 ま た 、 最
大 厚 さ を 有 す る 領 域 の 厚 さ と 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 の 厚 さ と の 差 は ０ ． ８ ～ ３ ． ５ ｍ ｍ 、
特 に １ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ と す る こ と が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 の 面 積 は フ ェ ー ス 部 の 面 積 の ２ ～ １ ２ ％ 、 特 に
２ ～ ８ ％ で あ る こ と が 好 ま し く 、 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 の 面 積 は フ ェ ー ス 部 の 面 積 の １ ５
～ ６ ０ ％ 、 特 に ３ ０ ～ ５ ０ ％ で あ る こ と 好 ま し い 。 ま た 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 の 面 積 は
、 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 の 面 積 の ３ ～ ５ ０ ％ 、 特 に ５ ～ ３ ０ ％ で あ る こ と が 適 当 で あ る 。
な お 、 フ ェ ー ス 部 の 面 積 は 、 例 え ば １ 番 ウ ッ ド で あ れ ば ３ ５ ～ ５ ５ ｃ ｍ ２ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の ゴ ル フ ク ラ ブ の 製 造 方 法 に 限 定 は な い が 、 例 え ば 、 ヘ ッ ド 本 体 の フ ェ ー ス 開 口
部 を フ ェ ー ス 部 材 で 閉 塞 す る こ と に よ っ て 製 造 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 ヘ ッ ド 本 体
の 材 質 や 成 形 方 法 に 限 定 は な い が 、 材 質 と し て は チ タ ン 、 チ タ ン 合 金 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 ア
モ ル フ ァ ス 等 を 使 用 す る こ と が で き 、 成 形 方 法 と し て は 鋳 造 に よ り 一 体 成 形 す る こ と が で
き る 。 フ ェ ー ス 部 材 の 材 質 や 成 形 方 法 も 特 に 限 定 さ れ な い が 、 材 質 と し て は チ タ ン 、 チ タ
ン 合 金 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 ア モ ル フ ァ ス 等 を 使 用 す る こ と が で き 、 成 形 方 法 と し て は 鍛 造 法
、 板 材 を プ レ ス 加 工 す る プ レ ス フ ォ ー ミ ン グ 法 ま た は ダ イ キ ャ ス ト 法 が 適 当 で あ る 。 ま た
、 ヘ ッ ド 本 体 と フ ェ ー ス 部 材 と の 接 合 方 法 に 限 定 は な い が 、 接 合 箇 所 を き れ い に 仕 上 げ る
点 、 ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 重 量 精 度 を 高 め る 点 な ど で 、 レ ー ザ 溶 接 ま た は 電 子 ビ ー ム 溶 接
に よ り 接 合 す る こ と が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 例 え ば 、 中 空 部 を 有 す る ウ ッ ド 型 ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド
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や 、 ア イ ア ン 型 ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に 形 成 す る こ と が で き る 。 ウ ッ ド 型 ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ
ド に 形 成 す る 場 合 、 ヘ ッ ド 体 積 は 例 え ば １ 番 ウ ッ ド で あ れ ば ３ ０ ０ ～ ４ ７ ０ ｃ ｍ ３ 程 度 で
あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 フ ェ ー ス 部 の 重 量 低 減 効 果 、 反 発 性 お よ び 強 度 の 点 で
優 れ て い る 。 ま た 、 本 発 明 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 お よ び 最 小 厚
さ を 有 す る 領 域 の 厚 さ や 面 積 を 特 定 の 範 囲 に 設 定 す る こ と に よ り 、 オ フ セ ン タ ー 性 能 を 向
上 さ せ 、 高 反 発 エ リ ア を 拡 大 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る が 、 本 発 明 は 下 記 例 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 正 面 図 、
（ ｂ ） は フ ェ ー ス 部 の 断 面 図 で あ る 。 本 例 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 フ ェ ー ス 部 １ ０ の 裏
側 に 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 １ ２ と 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 １ ４ と が 形 成 さ れ 、 こ れ ら 両 領 域
１ ２ 、 １ ４ の 間 に 連 続 的 に 厚 さ が 変 化 す る 傾 斜 部 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 最 大 厚 さ を 有 す
る 領 域 １ ２ は 、 フ ェ ー ス 部 の 図 心 を 含 む 領 域 で あ り 、 こ の 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 １ ２ の 外
側 に 傾 斜 部 １ ６ が 存 在 し 、 傾 斜 部 １ ６ の 外 側 に 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 １ ４ が 存 在 し て い る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 例 の ゴ ル フ ク ラ ブ は 、 具 体 的 に は 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 の 厚 さ を ３ ． ３ ｍ ｍ 、 最 小
厚 さ を 有 す る 領 域 の 厚 さ を ２ ． １ ｍ ｍ と し 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 の 面 積 を フ ェ ー ス 部 の
面 積 の ２ ． ３ ％ 、 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 の 面 積 を フ ェ ー ス 部 の 面 積 の ３ ７ ． ６ ％ と し て あ
る 。 ま た 、 フ ェ ー ス 部 お よ び ヘ ッ ド 本 体 の い ず れ も チ タ ン 合 金 で 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 本 発 明 に 係 る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 他 の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 正 面 図
、 （ ｂ ） は フ ェ ー ス 部 材 の 断 面 図 で あ る 。 本 例 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 フ ェ ー ス 部 ２ ０
に フ ェ ー ス 開 口 部 ２ ２ を 有 す る ヘ ッ ド 本 体 ２ ４ と 、 フ ェ ー ス 開 口 部 ２ ２ を 閉 塞 す る フ ェ ー
ス 部 材 ２ ６ と を 具 備 す る 。 フ ェ ー ス 部 材 ２ ６ の 裏 側 に は 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 ２ ８ と 最
小 厚 さ を 有 す る 領 域 ３ ０ と が 形 成 さ れ 、 こ れ ら 両 領 域 ２ ８ 、 ３ ０ の 間 に 連 続 的 に 厚 さ が 変
化 す る 傾 斜 部 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 ２ ８ は 、 フ ェ ー ス 部 ２ ０ の 図
心 を 含 む 領 域 で あ り 、 こ の 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 ２ ８ の 外 側 に 傾 斜 部 ３ ２ が 存 在 し 、 傾 斜
部 ３ ２ の 外 側 に 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 ３ ０ が 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 例 の ゴ ル フ ク ラ ブ は 、 具 体 的 に は 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 の 厚 さ を ３ ． １ ｍ ｍ 、 最 小
厚 さ を 有 す る 領 域 の 厚 さ を １ ． ８ ｍ ｍ と し 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 の 面 積 を フ ェ ー ス 部 の
面 積 の ２ ． ３ ％ 、 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 の 面 積 を フ ェ ー ス 部 の 面 積 の ４ ８ ％ と し て あ る 。
ま た 、 フ ェ ー ス 部 材 お よ び ヘ ッ ド 本 体 の い ず れ も チ タ ン 合 金 で 形 成 し て あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に 示 し た ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド （ 実 施 例 ） を 用 い 、 フ ェ ー ス 部 の 強 度 試 験 と し て ５ ０
ｍ ／ ｓ バ ズ ー カ 耐 久 テ ス ト を 行 う と と も に 、 フ ェ ー ス 部 の ス イ ー ト ス ポ ッ ト 近 傍 に お け る
反 発 係 数 の 測 定 を 行 っ た 。 比 較 の た め 、 前 述 し た 特 許 文 献 １ の ク ラ ブ に 相 当 す る 図 ４ の ゴ
ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド （ 比 較 例 １ ） と 、 フ ェ ー ス 部 の 厚 み を 均 一 （ 厚 さ ２ ． ８ ｍ ｍ ） に し た こ
と 以 外 は 図 １ に 示 し た ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド と 同 様 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド （ 比 較 例 ２ ） を 用
い て 同 様 の 測 定 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 フ ェ ー ス 部 ４ ０ に お い て 、 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 ４ ２ （
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厚 さ ３ ． ０ ｍ ｍ ） の 外 側 に 中 間 厚 さ を 有 す る 領 域 ４ ４ （ 厚 さ ２ ． ６ ｍ ｍ ） が 形 成 さ れ 、 中
間 厚 さ を 有 す る 領 域 ４ ４ の 外 側 に 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 ４ ６ （ 厚 さ ２ ． ４ ｍ ｍ ） が 形 成 さ
れ た も の で あ る 。 図 ４ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お け る 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 ４ ２ は 、 図 １
の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お け る 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域 ２ ８ よ り も 面 積 が 大 き く 、 肉 厚 が 薄
い 。 図 ４ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お け る 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 ４ ６ は 、 図 １ の ゴ ル フ ク ラ
ブ ヘ ッ ド に お け る 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域 ３ ０ よ り も 肉 厚 が 厚 い 。 ま た 、 各 領 域 の 上 面 は 平
面 で あ る 。 そ の 他 の 点 は 図 １ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 例 、 比 較 例 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の フ ェ ー ス 部 の 重 量 お よ び ５ ０ ｍ ／ ｓ バ ズ ー カ 耐
久 テ ス ト の 結 果 を 下 記 表 １ に 示 す 。 ま た 、 フ ェ ー ス 部 の ス イ ー ト ス ポ ッ ト 近 傍 の 反 発 係 数
の 測 定 結 果 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ の 縦 軸 は 、 反 発 係 数 ０ ． ８ ３ ４ を １ ０ ０ ％ と し た 場 合 の 反
発 係 数 比 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 表 １ の 結 果 よ り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ェ ー ス 部 の 重 量 軽 減 、 フ ェ ー ス 部 の 強 度 向 上 が 可
能 で あ る こ と が わ か る 。 ま た 、 図 ３ の 結 果 よ り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ェ ー ス 部 の オ フ セ ン
タ ー 性 能 を 向 上 さ せ 、 高 反 発 エ リ ア を 拡 大 で き る こ と が わ か る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 正 面 図 、
（ ｂ ） は フ ェ ー ス 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 他 の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 正 面 図
、 （ ｂ ） は フ ェ ー ス 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 、 比 較 例 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お け る フ ェ ー ス 部 の 反 発 係 数 の 測 定 結 果
を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 比 較 例 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は フ ェ ー ス
部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ０ 　 フ ェ ー ス 部
１ ２ 　 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域
１ ４ 　 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域
１ ６ 　 傾 斜 部
２ ０ 　 フ ェ ー ス 部
２ ２ 　 フ ェ ー ス 開 口 部
２ ４ 　 ヘ ッ ド 本 体
２ ６ 　 フ ェ ー ス 部 材
２ ８ 　 最 大 厚 さ を 有 す る 領 域
３ ０ 　 最 小 厚 さ を 有 す る 領 域
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３ ２ 　 傾 斜 部
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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